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臨
時
協
議
員
会

　

去
る
三
月
二
十
五
日
（
金
）
島
根
県
神
社
庁
臨
時
協
議
員
会
が
大
会

議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

本
協
議
員
会
で
は
神
社
庁
役
員
任
期
（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
～

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
）
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
。

　

⻆
河
庁
長
が
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
た
後
に
開
会
と
な
っ
た
。

　

議
長
に
は
廣
江
俊
邦
松
江
支
部
長
、
副
議
長
に
は
安
達
和
良
協
議
員

が
選
出
さ
れ
た
。

　

役
員
選
出
に
は
出
雲
、
石
見
、
隠
岐
の
各
地
区
か
ら
二
名
ず
つ
選
ば

れ
た
選
考
委
員
が
協
議
を
行
い
、
そ
の
後
、
吉
崎
選
考
委
員
長
か
ら
役

員
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
庁
長
は
⻆
河
和
幸
氏
（
太
皷
谷
稲
成
神
社
宮

司
）、
副
庁
長
は
忌
部
正
孝
氏
（
水
若
酢
神
社
宮
司
）、
同
じ
く
篠
田
範

雅
氏
（
八
幡
宮
宮
司
）
が
再
任
さ
れ
た
。

　

尚
、
新
役
員
並
び
に
各
委
員
会
の

構
成
は
四
頁
に
掲
載
す
る
。
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本
年
は
神
社
庁
役
員
の
改

選
の
年
に
あ
た
り
、
去
る
三

月
二
十
五
日
開
催
の
島
根
県

神
社
庁
臨
時
協
議
員
会
に
お

い
て
、
不
詳
私
三
期
目
の
神

社
庁
長
と
し
て
そ
の
重
責
を
担
う
事
と
な
り
ま
し

た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
私
で
あ
り
ま
す
。
皆

様
方
の
ご
協
力
な
く
し
て
は
こ
の
職
責
を
果
た
し

て
行
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

さ
て
、
顧
み
ま
す
と
私
が
平
成
二
十
八
年
に
庁

長
に
就
任
し
て
か
ら
早
二
期
六
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
神
社
庁
建
設
十
周
年
の
記
念
式
典
を
盛

大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

三
十
一
年
四
月
三
十
日
に
は
天
皇
陛
下
の
御
譲
位

に
よ
り
年
号
が
令
和
に
改
元
さ
れ
、
今
上
陛
下
の

御
即
位
・
大
嘗
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
に
巡
り
会
う
事
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
何
よ
り
の
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
大
田
を
中
心
と
し
た
島
根
県
西
部
地
震
、

江
津
の
豪
雨
に
よ
る
水
害
、
東
部
地
区
に
お
い
て

は
豪
雪
に
よ
る
交
通
混
乱
等
の
自
然
災
害
が
起
こ

り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
は
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
世
界
的
に
流
行
し

神
社
庁
で
も
諸
行
事
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
な
り
ま
し
た
。
三
年
目
の
今
も
な
お
治
ま
る

兆
し
が
見
え
ず
、
一
日
も
早
い
終
息
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。

　

今
年
は
神
宮
大
麻
全
国
頒
布
百
五
十
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。
明
治
天
皇
よ
り
発
せ
ら
れ
た
国

民
総
奉
賛
の
御
聖
慮
を
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
へ
お

伝
え
し
つ
つ
大
麻
頒
布
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
化
実
践
目
標
と
し
て
令
和
二
年
度
か
ら
三
ヶ

年
継
続
と
し
た｢

御
大
典
を
期
し
て
、
三
大
神
勅

の
心
を
次
世
代
へ｣

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
内
容
が
収
録
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
神
社
庁
に
あ
り

ま
す
の
で
各
支
部
教
化
委
員
の
皆
様
は
神
話
教
育

の
充
実
、
伝
統
文
化
の
普
及
、
国
家
と
郷
土
を
敬

愛
す
る
青
少
年
の
心
の
教
育
の
為
ご
活
用
戴
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

島
根
県
内
で
は
過
疎
少
子
化
に
よ
る
氏
子
数
の

減
少
や
限
界
集
落
に
よ
る
神
社
護
持
の
問
題
、
ま

た
神
職
の
後
継
者
問
題
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
皆
様

方
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
副
庁
長
を
は
じ
め
理
事
・
神
職
・
総

代
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
斯
界
発
展
の
た

め
尽
力
致
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
庁
長
再
任
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

島
根
県
神
社
庁
の
役
員
改

選
の
年
を
迎
え
、
去
る
三
月

二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
臨
時
協
議
員
会
に
お
い
て

再
び
副
庁
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

前
任
期
中
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
社
会

生
活
は
も
と
よ
り
、
神
社
界
に
お
き
ま
し
て
も
未

曾
有
の
事
態
と
成
り
ま
し
た
。
過
疎
化
、
高
齢
化

に
悩
む
島
根
県
内
神
社
で
は
祭
典
を
始
め
神
賑
行

事
の
開
催
に
更
な
る
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
い
、

祭
典
の
厳
修
、
伝
統
文
化
の
継
続
の
危
機
を
迎
え

て
い
る
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
終

息
時
期
の
見
え
な
い
現
状
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

終
息
後
に
人
々
の
心
を
如
何
に
鎮
守
の
森
に
集
め
、

敬
神
崇
祖
の
念
を
高
め
る
か
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

新
た
に
選
任
さ
れ
た
役
員
を
始
め
、
総
代
会
の

皆
様
と
協
力
を
し
な
が
ら
山
積
さ
れ
た
諸
問
題
の

解
決
に
取
り
組
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

一
方
、
前
任
期
ま
で
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
神

道
政
治
連
盟
島
根
県
本
部
長
の
職
は
辞
任
い
た
し
、

前
副
本
部
長
諏
訪
邉
泰
敬
氏
が
就
任
い
た
す
こ
と

と
成
り
ま
し
た
。

　

国
政
に
目
を
向
け
る
と
第
四
次
安
倍
内
閣
の
解

散
に
よ
り
一
時
は
消
え
か
け
た
憲
法
改
正
の
火
が
、

昨
秋
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
自
民
党
の
圧

副
庁
長　

忌　

部　

正　

孝

庁　

長　

⻆　

河　

和　

幸

庁
長
就
任
の
挨
拶

副
庁
長
就
任
の
挨
拶
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勝
に
加
え
て
改
憲
推
進
派
の
躍
進
に
よ
っ
て
一
気

に
再
燃
の
機
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

機
に
今
年
七
月
の
第
二
十
六
回
参
議
院
議
員
選
挙

に
お
い
て
我
々
神
社
界
と
志
を
同
じ
く
す
る
国
会

議
員
の
勝
利
を
支
援
し
て
改
憲
発
議
へ
の
道
を
開

き
、
国
民
の
権
利
で
も
あ
る
国
民
投
票
に
持
ち
込

ん
で
憲
法
改
正
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
一
方
的

な
覇
権
主
義
の
脅
威
と
戦
場
の
悲
惨
な
光
景
を
目

に
す
る
に
あ
た
り
、
我
が
国
の
周
辺
国
の
動
向
か

ら
自
ら
の
力
で
国
土
と
命
を
守
り
き
る
た
め
に
は

憲
法
改
正
は
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。

　

皇
室
の
弥
栄
を
祈
念
し
、
英
霊
の
御
心
を
奉
じ

て
日
本
の
国
柄
と
伝
統
文
化
を
重
ん
じ
、
神
道
の

心
を
政
治
に
活
か
す
た
め
に
諏
訪
邊
本
部
長
、
門

幹
事
長
を
中
心
に
役
員
の
皆
様
の
活
躍
に
期
待
す

る
と
共
に
、
私
も
会
員
の
一
人
と
し
て
全
面
的
に

協
力
い
た
す
所
存
で
す
。

　

神
職
各
位
を
は
じ
め
神
社
関
係
者
の
方
々
に
は
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
力
強
い
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
再
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

去
る
三
月
二
十
五
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
臨
時
協
議
員

会
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
の

ご
推
挙
を
得
て
再
び
副
庁
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
。
も
と

よ
り
浅
学
非
才
の
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
⻆
河
庁

長
、
忌
部
副
庁
長
を
は
じ
め
、
役
員
・
支
部
長
、

ま
た
県
下
の
神
職
・
総
代
の
皆
様
方
の
ご
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
こ
の
責
務
を
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
意
専
心
努
力
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
格
別

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

御
皇
室
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
愛
子
内
親

王
殿
下
が
昨
年
十
二
月
一
日
に
二
十
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
、
三
月
十
七
日
に
は
抱
負
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
成
年
皇
族
と
し
て
様
々

な
諸
行
事
・
諸
儀
式
に
御
臨
席
に
な
り
ま
す
。
私

共
は
、
奉
祝
の
誠
を
捧
げ
、
大
御
代
の
弥
栄
を
祈

念
し
、
御
皇
室
の
尊
厳
維
持
に
一
層
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

神
宮
に
お
か
れ
て
は
、
本
年
は
神
宮
大
麻
全
国

領
布
一
五
〇
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
迎
え

ら
れ
ま
す
。
明
治
天
皇
の
聖
慮
を
畏
み
、
こ
れ
を

機
に
斯
界
を
上
げ
て
、
神
宮
大
麻
頒
布
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の

今
以
上
の
ご
尽
力
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
、

神
社
庁
の
諸
施
策
・
県
内
の
神
事
、
神
賑
わ
い
が

一
変
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
が
鎮
守
の
森

に
集
う
光
景
は
、
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
と
感
じ

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
経
験
を
踏
ま
え
、
県
内
神
職
・
総
代
・
氏

子
の
皆
様
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
神
社
の
古
き
伝
承

を
重
ん
じ
つ
つ
、
前
を
見
据
え
た
、
神
事
の
対
応

が
図
ら
れ
る
事
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

昨
今
、
島
根
県
の
神
社
界
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

ご
承
知
の
ご
と
く
、
急
激
な
少
子
高
齢
化
と
過
疎

化
の
影
響
、
そ
の
対
極
と
し
て
の
都
市
部
へ
の
急

激
な
人
口
集
中
と
氏
子
離
れ
の
影
響
に
よ
り
、
地

域
の
神
社
を
将
来
に
向
か
っ
て
護
持
し
て
い
く
う

え
で
数
々
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
地
域

社
会
の
変
容
す
な
わ
ち
氏
子
数
の
減
少
や
信
仰
心

の
希
薄
化
に
直
結
す
る
人
口
減
少
は
、
美
し
い
日

本
の
伝
統
文
化
や
そ
の
土
地
の
民
俗
芸
能
等
の
継

承
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
氏
神
様
の
護
持
運
営
に

憂
慮
す
べ
き
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
共
通
の
問
題
意
識
と
し
て
と
ら
え
て

い
た
だ
き
、
神
職
・
総
代
・
氏
子
・
崇
敬
者
の
衆

知
を
結
集
し
、
先
人
諸
賢
達
に
よ
り
育
ま
れ
た
美

し
い
日
本
の
精
神
伝
統
文
化
を
次
世
代
に
伝
え
て

ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
問
題
解
決
に
向
け
、
皆

様
方
と
共
に
一
致
団
結
し
て
順
次
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
県
下
神
社
の
益
々
の
ご
発
展
と
御

社
頭
の
ご
繁
栄
を
祈
念
致
し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
致
し
ま
す
。

副
庁
長　

篠　

田　

範　

雅
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役 員 等 の 職 務 分 担
委
員
長
（
庁
　
長
）
⻆
河　

和
幸

委
　
員
（
副
庁
長
）
忌
部　

正
孝
・
篠
田　

範
雅

委
　
員
　　
　
　
　

千
家
和
比
古

委
員
長
（
庁
　
長
）
⻆
河　

和
幸

委
　
員
（
副
庁
長
）
忌
部　

正
孝
・
篠
田　

範
雅

委
員
長
（
庁
　
長
）
⻆
河　

和
幸

委
　
員
（
副
庁
長
）
忌
部　

正
孝
・
篠
田　

範
雅

委
員
長
（
庁
　
長
）
⻆
河　

和
幸

委
　
員
（
副
庁
長
）
忌
部　

正
孝
・
篠
田　

範
雅

委
　
員
（
総
務
委
員
長
・
教
化
委
員
長
）

小
野　

高
慶
・
牛
尾　
　

充

委
員
長　

陶
山　

浩
正

副
委
員
長　

宮
能　

壮
充

委
　
　
員　

鳥
屋
尾　

浩

委
　
　
員　

江
角　
　

恵

委
　
　
員　

石
﨑　

彰
矩

委
員
長
（
祭
式
講
師
）
　
　
　
牛
尾　
　

充

副
委
員
長
（
祭
式
講
師
）
　
　
　
今
井　

昭
紀

委
　
　
員
（
祭
式
助
教
）
　
　
　
金
築　

知
宏

委
　
　
員
（
祭
式
助
教
）
　
　
　
森　
　

眞
史

委
　
　
員
（
祭
式
助
教
）
　
　
　
野
上　

郁
子

委
員
長
　
小
野　

高
慶

委
　
　
員
　
齋
木　

正
保

委
　
　
員
　
内
田　

貞
文

委
員
長　

牛
尾　
　

充

委
　
　
員　

千
家
和
比
古

委
　
　
員　

中
田　

宏
記

委
員
長
（
庁
　
長
）
　
　
　
　
　
⻆
河　

和
幸

委
　
員
（
副
庁
長
）
　
　
　
　
　
忌
部　

正
孝

委
　
員
（
副
庁
長
）
　
　
　
　
　
篠
田　

範
雅

委
　
員
（
総
務
委
員
長
）
　
　
　
小
野　

高
慶

委
　
員
（
教
化
・
祭
祀
委
員
長
）
牛
尾　
　

充

委
　
員
（
主
任
講
師
）
　
　
　
　
石
原　

道
夫

委
　
員
（
訓
育
主
任
・
参
事
）
　
金
築　

知
宏

委
　
員
（
指
名
研
修
講
師
）　
　

錦
田　

剛
志

委
　
員
（
事
務
長
）
　
　
　
　
　
和
田　

晋
爾

令和４年３月25日の臨時協議員会において決定

島根県神社庁協議員会役員及び職務分担

神
職
身
分
選
考
員
会

（
定
員
四
名
）

階
位
検
定
委
員
会

（
定
員
三
名
）

奨
学
金
委
員
会

（
定
員
三
名
）

小
規
模
神
社
審
査
委
員
会

（
定
員
五
名
）

広
報
委
員
会

（
定
員
若
干
名
）

祭
祀
委
員
会

（
定
員
若
干
名
）

総
務
委
員
会

（
定
員
三
名
）

教
化
委
員
会

（
定
員
三
名
）

階
位
検
定
講
習
会
運
営
企
画
委
員
会

特
別
委
員
会

各
種
委
員
会

監

事

協
議
員
会

役

員

支
部
長

議　

長　

廣
江　

俊
邦
（
眞
名
井
神
社 

宮
司
）

副
議
長　

安
達　

和
良
（
焼
火
神
社 

役
員
）

庁　

長　

⻆
河　

和
幸
（
太
皷
谷
稲
成
神
社 

宮
司
）

副
庁
長　

忌
部　

正
孝
（
水
若
酢
神
社 

宮
司
）

　
　

〃　　

篠
田　

範
雅
（
八

幡

宮 

宮
司
）

理　

事　

小
野　

高
慶
（
日
御

神
社 

宮
司
）

　
　

〃　　

牛
尾　
　

充
（
濱
田
護
國
神
社 

宮
司
）

　
　

〃　　

千
家
和
比
古
（
出
雲
大
社 

権
宮
司
）

　
　

〃　　

齋
木　

正
保
（
国
主
神
社 

宮
司
）

　
　

〃　　

内
田　

貞
文
（
加

神
社 

宮
司
）

　
　

〃　　

中
田　

宏
記
（
物
部
神
社 

宮
司
）

簸　

川　

金
築　
　

孚
（
原
鹿
神
社 

宮
司
）

島　

後　

吉
崎　

博
章
（
水
祖
神
社 

役
員
）

松　

江　

廣
江　

俊
邦
（
眞
名
井
神
社 

宮
司
）

八　

束　

横
山　

陽
之
（
美
保
神
社 
宮
司
）

能　

義　

齋
木　

正
保
（
国
主
神
社 
宮
司
）

安　

来　

長
妻　

敏
政
（
加
茂
神
社 
宮
司
）

仁　

多　

恩
田　

友
生
（
伊
賀
多
氣
神
社 

宮
司
）

大　

原　

内
田　

貞
文
（
加

神
社 

宮
司
）

飯　

石　

景
山　

敏
宏
（

比
神
社 

宮
司
）

出
雲
大
社　

喜
和
田
公
二
（
出
雲
大
社 

祢
宜
）

簸　

川　

金
築　
　

孚
（
原
鹿
神
社 

宮
司
）

出　

雲　

小
汀　

泰
之
（
鹿
島
神
社 

宮
司
）

大　

田　

中
田　

宏
記
（
物
部
神
社 

宮
司
）

邑　

智　

三
浦　

正
典
（
太
詔
刀
命
神
社 

宮
司
）

那　

賀　

白
須　

信
男
（
大
麻
山
神
社 

宮
司
）

江　

津　

二
宮　

正
巳
（
岩
根
神
社 

宮
司
）

浜　

田　

牛
尾　
　

充
（
濱
田
護
國
神
社 

宮
司
）

益　

田　

篠
田　

範
雅
（
八

幡

宮 

宮
司
）

鹿　

足　

渡
邉　

守
廣
（
奇
鹿
神
社 

宮
司
）

島　

前　

松
浦　

道
仁
（
焼
火
神
社 

宮
司
）

島　

後　

米
澤　

壽
重
（
飯
田
神
社 

宮
司
）
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こ
の
度
、
神
道
政
治

連
盟
島
根
県
本
部
長
に

ご
指
名
い
た
だ
き
ま
し

た
智
伊
神
社
宮
司
の
諏

訪
邊
泰
敬
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

四
期
十
二
年
に
わ
た
り
県
本
部
の
先
頭
に
立
っ

て
こ
ら
れ
た
忌
部
前
本
部
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け

取
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
何
分
に
も
重
責
で
あ
る

た
め
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

改
め
て
申
す
ま
で
も
な
く
、
神
政
連
は
「
神
道

精
神
を
国
政
に
」
を
理
念
に
掲
げ
て
昭
和
四
十
四

年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
神
社
本
庁
の
設
立
以
来

取
り
組
ん
で
き
た
運
動
の
一
つ
「
建
国
記
念
の
日

の
法
制
化
」
が
実
現
す
る
の
に
約
二
十
年
も
の
時

間
を
要
し
た
こ
と
を
受
け
、
た
と
え
国
民
の
大
多

数
が
望
む
事
柄
で
あ
っ
て
も
国
政
が
動
か
な
け
れ

ば
結
実
し
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
皇
室
の
尊
厳
護
持
、
自
主
憲
法
制
定
、
教
育

の
正
常
化
、
そ
し
て
竹
島
の
領
有
権
の
確
立
を
は

じ
め
と
す
る
国
土
・
領
海
の
諸
問
題
の
解
決
な
ど

は
懐
古
主
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
の
誰
も
が

誇
り
を
持
っ
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
国
を
つ
く
り
、

個
々
人
の
才
能
を
活
か
し
て
美
し
い
日
本
文
化
を

継
承
し
昇
華
さ
せ
て
い
く
た
め
の
土
台
を
固
め
る

活
動
で
す
。

　

私
ど
も
神
職
は
、
神
社
の
祭
り
を
中
心
に
日
々

を
過
ご
し
ま
す
。
祭
り
は
地
域
の
歴
史
と
つ
な
が

り
、
皆
の
和
で
未
来
を
つ
く
る
起
点
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
神
職
は
法
人
登
記
さ
れ

て
い
る
境
内
地
内
の
こ
と
だ
け
が
仕
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
御
祭
神
の
御
神
徳
が
地
域
に
隈
な
く
行

き
渡
り
、
御
祭
神
の
名
に
恥
じ
な
い
地
域
づ
く
り

に
貢
献
す
る
こ
と
が
本
来
の
姿
で
あ
ろ
う
と
私
は

考
え
ま
す
。

　

先
人
か
ら
託
さ
れ
た
日
本
の
将
来
、
島
根
県
の

将
来
、
そ
し
て
奉
仕
神
社
の
将
来
の
た
め
に
今
で

き
る
こ
と
を
、
鳥
居
か
ら
一
歩
外
に
出
て
行
う
勇

気
を
大
切
に
す
る
神
政
連
島
根
県
本
部
を
目
指
し

て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。
間
近
に
迫
っ
た
参
議

院
議
員
選
挙
に
お
け
る
山
谷
え
り
子
議
員
の
支
援

も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

神
政
連
臨
時
代
議
員
会

　

四
月
五
日
（
火
）
神
道
政
治
連
盟
島
根
県
本

部
臨
時
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
年
三
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
、
三
年
の
役
員
任
期
が
満
了

と
な
る
た
め
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
た
。

本
部
長　
諏
訪
邊
泰
敬
（
出
雲
）

副
本
部
長　
宮
能　

壮
充
（
大
田
）

　
　

〃　　
　

廣
江　

俊
邦
（
松
江
）

幹
事
長　
門　
　

屋
臣
（
江
津
）

幹
　
　
事　
中
田　

宏
記
（
大
田
）

　
　

〃　　
　

青
木　

義
親
（
松
江
）

幹
事（
青
年
隊
長
）

　
　
　
　　

巨
勢　

佳
史
（
飯
石
）

監
査
委
員　
齋
木　

正
保
（
能
義
）

　
　

〃　　
　

二
宮　

正
巳
（
江
津
）

議
　
　
長　
松
浦　

道
仁
（
島
前
）

副
議
長　
白
須　

信
男
（
那
賀
）

事
務
局
長　
村
尾　

茂
樹
（
神
社
庁
主
事
）

本
部
長　

諏
訪
邊　

泰　

敬

本
部
長
就
任
の
挨
拶
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日
本
人
に
と
っ
て
、文
化
は
自
然
と
と
も
に

日
々
の
生
活
の
中
に
と
け
込
ん
で
い
る
も
の
で
す

が
、あ
た
り
ま
え
す
ぎ
て
大
切
さ
に
気
づ
か
な
い

こ
と
も
多
い
も
の
で
す
。

　

日
本
人
は
、何
百
年
と
続
く
優
美
な
世
界
を
ひ

た
す
ら
同
じ
様
式
で
継
承
し
つ
つ
、一
方
で
は
溢

れ
る
好
奇
心
で
新
し
い
感
性
を
取
り
入
れ
、創
意

工
夫
を
重
ね
て
日
本
文
化
を
発
展
さ
せ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、日
本
人
の
器
用
で
繊
細
で

真
面
目
な
気
質
が
、日
本
特
有
の
精
神
文
化
と
相

俟
っ
て
支
え
続
け
て
き
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
四

季
の
豊
か
さ
と
花
鳥
風
月
を
愛
で
な
が
ら
、す
べ

て
の
国
民
の
審
美
眼
が
磨
か
れ
て
い
く
稀
有
な
国

が
日
本
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

日
本
の
浮
世
絵
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
ゴ
ッ
ホ
は
、「
日
本
芸
術
を
研
究
す

る
と
、明
ら
か
に
賢
者
で
あ
り
、哲
学
者
で
あ
り
、

知
者
で
あ
る
人
物
に
出
会
う
。
そ
の
人
は
何
を
し

て
、時
を
過
ご
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
地
球
と

月
と
の
距
離
を
研
究
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ち

が
う
。
ビ
ス
マ
ル
ク
の
政
策
を
研
究
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
い
や
、ち
が
う
。
そ
の
人
は
た
だ
一

本
の
草
の
芽
を
研
究
し
て
い
る
の
だ
」
と
日
本
人

の
鋭
い
慧
眼
を
称
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
平
成
二
十
八
年
に
自
民
党
の
文
化
立
国
調

査
会
長
に
就
任
し
て
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。
伝
統

や
文
化
を
次
の
世
代
へ
歴
史
と
と
も
に
繋
い
で
い

く
中
継
ぎ
役
は
、大
変
大
き
な
重
責
を
担
っ
て
い

る
と
、日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
着
手
し
た
の
が
、後
継
者
不
足
で
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
伝
統
工
芸
な
ど
を「
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」

と
し
て
一
覧
化
す
る
こ
と
で
し
た
。
文
化
財
の
価

値
を
損
な
う
こ
と
な
く
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
、

修
理
の
効
果
的
な
抜
本
改
革
も
す
す
め
ま
し
た
。

修
理
期
間
中
に
、こ
れ
ま
で
た
だ
閉
鎖
し
て
い
た

も
の
を
貴
重
な
情
報
公
開
の
場
と
捉
え
、修
理
現

場
の
公
開
な
ど
新
た
な
体
験
の
場
を
用
意
し
、文

化
財
へ
の
理
解
を
促
進
さ
せ
、観
光
振
興
へ
と
結

び
つ
く
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、各
地
で
多
発
し
て
い
る
災
害
に
よ
り
被

害
を
う
け
た
文
化
財
の
復
旧
対
応
や
補
助
金
で
の

支
援
な
ど
も
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、伝
統
的
な
文
化
だ
け
で
な
く
、現
代
ア
ー

ト
や
ア
ニ
メ
、マ
ン
ガ
、食
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
い
わ
れ
る
現
代
の
文
化
に
も

着
目
し
〝
稼
ぐ
文
化
〟
の
発
想
も
取
り
入
れ
、海

外
発
信
な
ど
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
、

日
本
の
文
化
を
国
内
外
に
発
信
し
て
い
こ
う
と

『
日
本
博
』
を
は
じ
め
、官
民
あ
げ
て
活
動
し
て
い

ま
し
た
が
、途
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
芸
術
文
化
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、人
々
の
不
安

と
困
難
が
立
ち
は
だ
か
る
中
、安
ら
ぎ
と
明
日
へ

の
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
の
も
芸
術
文
化
で
し
た
。

　

昨
秋
の
補
正
予
算
で
は
、地
域
の
伝
統
行
事
等

の
伝
承
事
業
予
算
を
拡
充
し
て
い
く
決
議
を
し
、

山
車
や
用
具
の
修
理
、次
世
代
に
伝
え
遺
す
た
め

の
映
像
制
作
な
ど
に
新
規
で
六
十
五
億
円
の
予
算

を
あ
て
、神
社
や
保
存
会
の
活
動
、文
化
財
の
修

理
・
整
備
な
ど
を
総
合
的
に
支
援
で
き
る
よ
う
に

寄 

稿参
議
院
議
員 

比
例
代
表（
全
国
区
）選
出

自
由
民
主
党
文
化
立
国
調
査
会
長

山　

谷　

え
り
子

心
を

磨
く
文
化
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な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
は
、五
年
間
と
い
う
長
期
的
視
点

で
「
文
化
財
の
匠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
動
し
ま

す
。
こ
れ
は
、文
化
財
の
保
護
・
修
理
に
欠
か
せ

な
い
技
術
者
の
養
成
や
原
材
料
の
保
護
に
む
け
た

支
援
強
化
策
で
、長
ら
く
文
化
立
国
調
査
会
で
推

進
し
て
き
た
も
の
が
結
実
さ
れ
た
も
の
と
大
変
感

慨
深
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

改
正
教
育
基
本
法
の
教
育
目
標
に
は
「
伝
統
と

文
化
を
尊
重
し
、そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我

が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
と
と
も
に
、他
国
を
尊
重

し
、国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度

を
養
う
こ
と
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
神
道
は
感
じ
る
宗
教
で
す
。
感
じ
る
心

を
磨
く
に
は
、体
験
や
人
と
の
触
れ
合
い
が
欠
か

せ
ず
、そ
れ
ら
の
機
会
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う

今
後
も
猛
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

神
社
庁
新
年
祭
が
一
月
二
十
八
日
に
斎
行
さ
れ

た
。
⻆
河
庁
長
を
始
め
役
員
の
参
列
が
あ
っ
た
。

祭
典
奉
仕
者

斎
　
主　
稲
田　

真
二
（
簸
川
）

祭
　
員　
松
尾　

充
晶
（
簸
川
）

奏
　
楽　
錦
織　

勝
久
（
簸
川
）

奏
　
楽　
錦
織　
　

誠
（
簸
川
）

典
　
儀　
牛
尾　
　

充
（
祭
祀
委
員
長
）

　

祈
念
祭
併
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭
が
二

月
二
十
五
日
に
斎
行
さ
れ
た
。
⻆
河
庁
長
を
始
め

役
員
並
び
に
支
部
長
の
参
列
が
あ
っ
た
。

祭
典
奉
仕
者

斎
　
主　
松
浦　

道
仁
（
島
前
）

祭
　
員　
村
尾
由
美
子
（
島
前
）

祭
　
員　
高
梨　

智
昭
（
島
後
）

奏
　
楽　
諏
訪
邊
裕
之
（
出
雲
）

奏
　
楽　
秦　
　

祥
岳
（
出
雲
）

典
　
儀　
牛
尾　
　

充
（
祭
祀
委
員
長
）

新
　
年
　
祭

祈
年
祭
並
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
祭
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令
和
四
年
一
月
二
十
五
日
付
発
令

　
　

大
麻
山
神
社　

祢
宜

　
　

白　

須　

琢　

朗

神
職
身
分
昇
級

二　

級

令
和
四
年
二
月
三
日
付

第
三
条
二
号

　

飯
田
神
社　

宮
司　

米　

澤　

壽　

重

（
島
後
）

第
三
条
三
号

　

佐
太
神
社　

責
任
役
員宇　

藤　

志　

郎

（
八
束
）

　

白
山
神
社　

責
任
役
員清　

山　
　
　

祐

（
安
来
）

　

物
部
神
社　

責
任
役
員山　

根　

茂　

樹

（
大
田
）

功

績

表

彰

令和３年度　神宮大麻及暦頒布実績表

項目
支部

大　　　　麻
大麻
頒布率

過去３年の推移
前年比

暦
大　麻

（ふるさと便） 中大麻 大大麻 合計 平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度 暦 大暦

松 江 8,714 （77） 117 66 8,897 14.0% 9,457 9,530 8,876 21 2 1

八 束 9,180 （28） 577 343 10,100 52.6% 10,568 10,441 10,296 △	 196 5 4

能 義 2,188 （86） 242 51 2,481 67.3% 2,720 2,690 2,627 △	 146 24 1

安 来 3,977 （168） 80 10 4,067 44.8% 4,232 4,212 4,144 △	 77 11 1

仁 多 3,494 （407） 39 18 3,551 79.8% 3,809 3,708 3,584 △	 33 1 0

大 原 8,051 （151） 74 32 8,157 101.4% 9,135 9,051 8,797 △	 640 300 0

飯 石 5,162 （396） 3 5 5,170 74.9% 5,457 5,391 5,269 △	 99 45 1

出雲大社 748  （0） 0 31 779 129.8% 837 804 800 △	 21 0 0

簸 川 8,281 （44） 13 70 8,364 51.0% 8,729 8,598 8,456 △	 92 28 0

出 雲 14,614 （370） 200 92 14,906 35.2% 16,026 15,841 15,083 △	 177 69 1

大 田 5,933 （72） 31 8 5,972 44.0% 6,486 6,371 6,118 △	 146 0 0

邑 智 5,596  （0） 27 7 5,630 65.7% 6,163 5,992 5,754 △	 124 19 0

那 賀 3,218  （0） 353 16 3,587 59.2% 3,909 3,853 3,607 △	 20 18 2

江 津 3,465 （100） 23 0 3,488 42.2% 4,055 4,015 3,774 △	 286 0 0

浜 田 5,618 （20） 139 6 5,763 31.4% 6,089 6,054 5,842 △	 79 52 0

益 田 8,113 （23） 826 189 9,128 48.1% 9,865 9,705 9,311 △	 183 19 1

鹿 足 2,790 （48） 449 83 3,322 54.5% 3,560 3,481 3,408 △	 86 7 1

島 前 1,370  （0） 4 1 1,375 47.9% 1,541 1,531 1,391 △	 16 5 2

島 後 3,436 （60） 16 3 3,455 55.7% 3,691 3,650 3,536 △	 81 3 1

その他 1  （0） 0 1 4 0 0 1 0 0

計 103,949（2050） 3,213 1,031 108,193 41.1% 116,333 114,918 110,673 △	 2,480 608 16
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初
任
神
職
研
修

研修生名簿

氏　　名 支 部
宮川　規秀 松 江
宮永　安崇 八 束
陶山　浩嗣 仁 多
中林　　司 仁 多
吉本　　祐 出雲大社
錦田　礼乃 簸 川
山﨑　賀裕 出 雲
常松　宏祥 出 雲
川平　夏樹 江 津
池山　　卓 鳥 取

 

謝  

辞

　

令
和
三
年
度
初
任
神
職
研
修
修
了
生
を
代
表
し
、

一
言
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
研
修
会
は
二
月
と
四
月
の
計
四
日
間
で

実
施
さ
れ
、
私
た
ち
研
修
生
十
名
が
受
講
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
中
、
厳
し
い

状
況
下
で
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
日
を
以
て

無
事
に
閉
講
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
初
日
に
出
雲
大
社
へ
の
正
式
参

拝
を
行
い
、
研
修
生
一
同
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
研
修
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
全
科
目
を
受
講
す
る

に
あ
た
り
、
講
師
の
先
生
方
か
ら
神
道
の
本
義
、
歴

史
な
ど
を
学
び
、
ま
た
、
日
常
に
お
い
て
、
神
社
に

ご
奉
仕
す
る
中
で
の
祭
式
や
実
務
を
深
く
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
度
の
研
修
の
中
で
、
改
め
て
神

道
と
国
家
と
の
関
係
性
、
日
本
国
民
の
生
活
に
お
い

て
の
神
道
の
重
要
性
を
自
ら
考
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
は
本
研
修
に
お
い
て
、
神
職
と
し
て

の
心
構
え
を
改
め
て
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
氏
子
、

崇
敬
者
の
方
々
と
共
に
教
義
を
広
め
て
い
く
と
い
う

思
い
を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
研
修
過
程
を
通
じ
て
、
受
講
生
の

皆
様
方
と
交
流
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
は
、
今

後
、
各
々
の
心
の
支
え
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
本
義
と
し
、
神
社
、

神
職
、
氏
子
と
の
三
者
の
関
係
性
を
保
ち
、
祭
祀
に

努
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
研
修
期
間
中
、
講
義
に

て
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
講
師
の
先
生
方
、

並
び
に
研
修
の
場
を
設
け
て
下
さ
っ
た
神
社
庁
の
皆

様
方
へ
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

お
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
四
年
四
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　

修
了
生
代
表　

常
松　

宏
祥

　

令
和
三
年
度
初
任
神
職
研

修
が
二
月
、
四
月
の
前
期
・

後
期
に
開
催
さ
れ
十
名
の
参

加
が
あ
っ
た
。
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令
和
四
年
　
神
職
養
成
階
位
検
定
講
習
会
開
催
要
綱

【
主　
　

催
】　

島
根
県
神
社
庁

【
開
講
階
位
・
期
間
】

権
正
階
（
甲
）　

令
和
四
年
八
月　

二
日
（
火
）

～
八
月　

十
四
日
（
日
）

権
正
階
（
乙
）
令
和
四
年
八
月
十
七
日
（
水
）

～
八
月
二
十
九
日
（
月
）

直　

階
（
甲
）　

令
和
四
年
八
月　

二
日
（
火
）

～
八
月　

十
四
日
（
日
）

直　

階
（
乙
）　

令
和
四
年
八
月
十
七
日
（
水
）

～
八
月
二
十
九
日
（
月
）

【
開
催
場
所
】　
『
島
根
県
神
社
庁
』

　

島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
二
八
六
番
地

【
出
願
条
件
】

権
正
階
…
直
階
を
有
し
年
齢
満
十
八
歳
以
上
の
者

直　

階
…
高
等
学
校
以
上
の
学
校
卒
業
者
又
は
こ

れ
に
準
ず
る
学
力
を
有
す
る
者
で
、
主

催
者
に
お
い
て
適
当
と
認
め
た
者

※
権
正
階
・
直
階
共
に
三
〇
分
程
度
の
正
座
が
で

き
る
者

※
分
割
受
講
に
つ
い
て

　

当
庁
で
は
権
正
階
・
直
階
共
に
甲
・
乙
課
程
を

分
割
受
講
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
但
し
、
全

課
程
（
甲
・
乙
）
を
権
正
階
は
三
年
、
直
階
は

二
年
以
内
に
修
了
出
来
る
者
に
限
り
ま
す
。

【
募
集
人
数
】

　

権
正
階
十
五
名
・
直
階
十
五
名　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か

ら
人
数
制
限
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
受
講
希
望

者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
、
入
所
選
考
を
行
い

ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。

※
分
割
受
講
中
の
者
及
び
県
内
在
住
者
（
ま
た
は

県
内
奉
職
予
定
者
）
を
優
先
的
に
選
考
す
る
。

【
受
講
料
】

　

権
正
階
（
甲
・
乙
課
程
）　

各　

七
五
、〇
〇
〇
円

　

直　

階
（
甲
・
乙
課
程
）　

各　

七
〇
、〇
〇
〇
円

※
全
課
程
受
講
し
た
場
合

権
正
階
　
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

直
　
階
　
一
四
〇
、〇
〇
〇
円

※
県
内
の
受
講
生
に
つ
い
て
は
、
甲
・
乙
各

一
〇
、〇
〇
〇
円
の
助
成
を
す
る
。

※
そ
の
他
、
禊
実
習
費
、
社
頭
学
習
費
含
む
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
よ

り
、
本
年
は
合
宿
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
出
願
手
続
】

①
受
講
申
請
書

※
必
ず
顔
写
真
貼
付
、
推
薦
欄
に
は
奉
職
予
定
神

社
宮
司
の
推
薦
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

②
履
歴
書
（
市
販
履
歴
書
可
）

③
書
籍
申
込
書

④
受
講
資
格
証
明
書
類

・
権
正
階
…
直
階
階
位
證
写
し

・
直　

階
…
高
等
学
校
以
上
の
最
終
学
歴
卒
業
証

明
書
写
し
（
又
は
卒
業
証
書
写
し
）

⑤
返
信
用
封
筒

※
角
形
３
号
封
筒
（
Ｂ
５
版
）
に
自
分
の
住
所･

氏
名
を
表
記
し
、
二
五
〇
円
切
手
を
貼
付
し
て

下
さ
い
。

⑥
推
薦
書
（
当
該
都
道
府
県
神
社
庁
長
及
び
支
部

長
用
）

※
支
部
長
が
『
推
薦
の
事
由
』
に
記
載
し
た
上
で

署
名
、
押
印
願
い
ま
す
。

　

六
月
十
七
日
ま
で
に
支
部
経
由
（
他
県
は
神
社

庁
経
由
）
に
て
島
根
県
神
社
庁
必
着
。

※
期
限
を
過
ぎ
た
申
し
込
み
は
、
受
講
許
可
通
知

の
発
送
期
日
等
に
影
響
し
、
全
て
の
受
講
生
に

迷
惑
が
及
び
ま
す
の
で
締
切
厳
守
願
い
ま
す
。

【
宿　
　

泊
】

　

神
社
庁
に
は
宿
泊
施
設
が
無
い
た
め
通
講
制
で

の
講
習
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
自
手
配
願
い
ま
す
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
出
雲
市
内
の
ホ
テ
ル
を
紹
介

致
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
神
社
庁
ま
で
ご
連
絡

く
だ
い
。

【
そ
の
他
】

・
申
込
書
類
は
、
不
備
が
あ
れ
ば
再
提
出
を
求
め
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
長
期
講
習
に
つ
き
、
体
力
に
自
信
の
無
い
方
は
そ

の
点
充
分
に
ご
検
討
の
上
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
よ
り
、

受
講
生
に
は
講
習
会
開
始
前
の
一
定
期
間
、
健
康

観
察
等
を
義
務
づ
け
ま
す
の
で
、
ご
承
知
置
き
く

だ
さ
い
。

・
感
染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
開
催
形
態
の

変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
分
割
受
講
に
関
す
る
事
、
願
書
請
求
、
そ
の
他
不

明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
島
根
県
神
社
庁
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

１
．提
出
書
類

２
．
申
込
期
限

〒
六
九
九
ー
〇
七
〇
一

　
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
二
八
六
番
地

　
島
根
県
神
社
庁tel

　
〇
八
五
三-

五
三-

二
一
四
九

fax
　
〇
八
五
三-

五
三-

二
五
八
二
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二
月
十
九
日
（
土
）、
島
根
県
神
道
青
年
協
議

会
（
会
長　

板
木
厚
典
）
主
催
、
神
道
政
治
連
盟

島
根
県
本
部
青
年
隊
（
隊
長　

巨
勢
佳
史
）
の
共

催
に
よ
り
竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭
が
島
根
県
神
社

庁
神
殿
に
お
い
て
神
社
庁
長
、
会
員
参
列
の
も
と

執
り
行
わ
れ
た
。

　

当
会
事
業
と
し
て
今
回
で
十
五
回
目
と
な
る

こ
の
祈
願
祭
は

竹
島
の
平
安
を

祈
り
、
す
み
や

か
な
領
有
権
の

回
復
と
平
和
的

な
解
決
を
願

い
、
竹
島
の
日

に
合
わ
せ
毎
年

執
り
行
っ
て
い

る
。
例
年
神
社

庁
役
員
を
は
じ

め
、
各
支
部
長
、

関
係
団
体
、
県

外
神
青
協
役
員

等
多
く
の
方
に

ご
列
席
い
た
だ

い
て
い
た
が
、

折
悪
し
く
今
年

は
感
染
症
ま
ん

延
防
止
等
重
点

措
置
の
実
施
期

間
に
あ
た
り
、

去
年
に
引
き
続

き
人
数
を
大
幅

に
制
限
す
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、

厳
粛
な
祭
典
と

な
っ
た
。
講
演

会
は
情
勢
に
鑑

み
開
催
を
見
送
っ
た
。

　

さ
て
、
周
知
の
と
お
り
韓
国
と
の
竹
島
領
土
問

題
は
、
長
い
間
両
国
が
領
有
権
を
め
ぐ
り
正
当
性

を
主
張
し
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
日
本
の
領
土
で

あ
る
が
、
遺
憾
に
も
約
七
十
年
に
わ
た
り
韓
国
に

よ
る
不
法
占
拠
が
続
い
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ

二
十
年
、
関
連
資
料
の
公
開
と
そ
の
利
用
の
促
進

に
よ
り
客
観
的
な
史
実
の
確
定
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
国
交
樹
立
以
後
の
昭
和
期
の
よ
う
に
議
論
の

棚
上
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
領
土
問
題

は
国
際
法
に
則
り
国
家
レ
ベ
ル
で
解
決
さ
れ
て
い

く
も
の
で
あ
る
が
、
歴
史
が
証
明
す
る
よ
う
に
早

期
解
決
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
一
国
民
が
で
き

る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
国
の
根
幹

で
あ
る
領
土
・
領
海
等
へ
関
心
を
持
ち
、
確
か
な

史
実
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
重
要

で
あ
る
。

　

当
会
並
び
に
神
道
政
治
連
盟
島
根
県
本
部
青
年

隊
で
は
こ
の
竹
島
領
土
問
題
に
つ
い
て
、
国
民
的

関
心
の
高
揚
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
今
年
度
は

竹
島
啓
発
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
作
成
・
配
布

を
行
っ
た
。
ま
た
、
昨
年
十
月
に
は
当
会
発
足

五
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
美
保
関
沖
に
て

船
を
出
し
て
、
洋
上
竹
島
平
安
祈
願
祭
を
斎
行
し

た
。

　

今
後
も
国
土
平
安
へ
の
祈
り
を
続
け
、
ま
た
、

よ
り
有
意
義

な
竹
島
問
題

啓
発
活
動
を

考
え
推
進
し

て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
よ

り
多
く
の
方

に
竹
島
へ
の

想
い
を
持
っ

て
も
ら
え
た

ら
と
思
う
。

島
根
県
神
道
青
年
協
議
会　

副
会
長

安　

達　

和　

巳

竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭
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任
免

発
令
月
日

奉
職
神
社
名

鎮
　
座
　
地

本
務

兼
務

職
　
名

氏
　
　
名

任
４
・
１
・
1
阿
須
利
神
社
出
雲
市
大
津
町

本
祢

宜
江
角　
　

恵

免
４
・
１
・
10
市
木
神
社
浜
田
市
旭
町

本
祢

宜
齋
木　

正
伊

任
４
・
１
・
15
嚴
島
神
社
浜
田
市
瀬
戸
ケ
島
町

兼
宮

司
牛
尾　
　

充

任
４
・
２
・
1
新
宮
神
社
鹿
足
郡
吉
賀
町

本
宮

司
末
岡　

正
次

任
４
・
２
・
1
河
内
神
社
鹿
足
郡
吉
賀
町

兼

〃

〃

任
４
・
２
・
1
伊
賀
武
神
社
仁
多
郡
奥
出
雲
町

本
宮

司
植
田
由
紀
子

任
４
・
２
・
1
仰
支
斯
里
神
社

仁
多
郡
奥
出
雲
町

兼
祢

宜

〃

任
４
・
２
・
1
髙
倉
山
八
幡
宮

江
津
市
波
積
町

兼
宮

司
二
宮　

正
巳

任
４
・
２
・
1
八

幡

宮
江
津
市
松
川
町

兼

〃

〃

任
４
・
２
・
20
三
隅
神
社
浜
田
市
三
隅
町

本
宮

司
白
澤　

和
朋

任
４
・
２
・
20

〃

〃

本
祢

宜
白
澤　

尭
之

任
４
・
２
・
20
八

幡

宮
浜
田
市
三
隅
町

兼
宮

司
白
澤　

和
朋

任
４
・
２
・
20
二
宮
神
社
浜
田
市
三
隅
町

兼

〃

〃

任
４
・
２
・
20
天

満

宮
浜
田
市
三
隅
町

兼

〃

〃

任
４
・
２
・
20
八

幡

宮
浜
田
市
三
隅
町

兼

〃

〃

任
４
・
２
・
20
妹
山
神
社
浜
田
市
三
隅
町

兼

〃

〃

任
４
・
２
・
20
福
浦
神
社
浜
田
市
三
隅
町

兼

〃

〃

任
４
・
２
・
20
三
角
神
社
浜
田
市
三
隅
町

兼

〃

〃

任
４
・
２
・
20
諏
訪
神
社
浜
田
市
三
隅
町

兼

〃

〃

任
４
・
２
・
20
日
御

神
社
隠
岐
郡
海
士
町

兼
宮

司
村
尾
由
美
子

免
４
・
２
・
25
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

本
主

典
大
塚　

智
貴

任
４
・
３
・
1
佐
太
神
社
松
江
市
鹿
島
町

本
宮

司
朝
山　
　

哲

任
４
・
３
・
1
杢
屋
神
社
松
江
市
古
志
町

兼

〃

〃

任
４
・
３
・
1
五
十
田
神
社
松
江
市
古
志
町

兼

〃

〃

免
４
・
３
・
31
大
森
神
社
雲
南
市
木
次
町

本
宮

司
小
林　

正
信

免
４
・
３
・
31
國
玉
神
社
雲
南
市
木
次
町

兼

〃

〃

免
４
・
３
・
31
蛭
児
神
社
雲
南
市
木
次
町

兼

〃

〃

免
４
・
３
・
31
王
守
神
社
雲
南
市
木
次
町

兼

〃

〃

神

職

任

免
（
令
和
４
年
１
月
１
日
～
令
和
４
年
５
月
１
日
）

免
４
・
３
・
31
古
森
神
社
雲
南
市
木
次
町

兼
宮

司
小
林　

正
信

免
４
・
３
・
31
八

幡

宮
益
田
市
白
上
町

本
宮

司
青
木　
　

淳

免
４
・
３
・
31
八

幡

宮
益
田
市
市
原
町

兼
宮

司
青
木　
　

淳

免
４
・
３
・
31
白
岩
神
社
益
田
市
中
垣
内
町

兼

〃

〃

免
４
・
３
・
31
諏
訪
神
社
雲
南
市
大
東
町

本
祢

宜
秦　
　

広
行

免
４
・
３
・
31

〃

〃

本
権
祢
宜
秦

泉

免
４
・
３
・
31
氷
川
神
社
松
江
市
宍
道
町

本
宮

司
秦　
　

武
男

任
４
・
４
・
1
大
森
神
社
雲
南
市
木
次
町

兼
宮

司
晴
木　

邦
幸

任
４
・
４
・
1
國
玉
神
社
雲
南
市
木
次
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
1
蛭
児
神
社
雲
南
市
木
次
町

兼
宮

司
三
戸　

太
貴

任
４
・
４
・
1
王
守
神
社
雲
南
市
木
次
町

兼
宮

司
晴
木　

邦
幸

任
４
・
４
・
1
古
森
神
社
雲
南
市
木
次
町

兼
宮

司
三
戸　

太
貴

任
４
・
４
・
1
八

幡

宮
益
田
市
白
上
町

本
宮

司
青
木　
　

耕

任
４
・
４
・
1
八

幡

宮
益
田
市
市
原
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
1
白
岩
神
社
益
田
市
中
垣
内
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
1
菅
原
神
社
益
田
市
白
上
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
1
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

本
権
祢
宜
篠
田　

孝
紀

任
４
・
４
・
1
八

幡

宮
鹿
足
郡
津
和
野
町

本
宮

司
土
橋　

達
也

任
４
・
４
・
1
八

幡

宮
鹿
足
郡
津
和
野
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
1
愛
宕
神
社
鹿
足
郡
津
和
野
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
1
八

幡

宮
鹿
足
郡
津
和
野
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
1
氷
川
神
社
松
江
市
宍
道
町

本
宮

司
秦　
　

崇
弘

任
４
・
４
・
1
佐
爲
神
社
松
江
市
宍
道
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
1
大
森
神
社
松
江
市
宍
道
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
1
伊
甚
神
社
松
江
市
宍
道
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
1
宇
賀
神
社
松
江
市
宍
道
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
1
八

幡

宮
松
江
市
宍
道
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
1
丹
部
神
社
松
江
市
宍
道
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
1
亀
島
神
社
松
江
市
宍
道
町

兼

〃

〃

免
４
・
４
・
14
惠
比
須
神
社
大
田
市
温
泉
津
町

兼
宮

司
森
山　

和
臣

免
４
・
４
・
14
大
歳
神
社
大
田
市
温
泉
津
町

兼

〃

〃

免
４
・
４
・
14
嚴
島
神
社
大
田
市
温
泉
津
町

兼

〃

〃
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任
４
・
４
・
15
惠
比
須
神
社
大
田
市
温
泉
津
町

兼
宮

司
宮
能　

壮
充

任
４
・
４
・
15
大
歳
神
社
大
田
市
温
泉
津
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
15
嚴
島
神
社
大
田
市
温
泉
津
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
15
八

幡

宮
大
田
市
温
泉
津
町

兼
祢

宜
牛
尾　
　

充

任
４
・
４
・
15
許
豆
神
社
出
雲
市
小
津
町

本
宮

司
佐
々
木
尊
彦

任
４
・
４
・
20
石
上
神
社
出
雲
市
塩
津
町

兼
祢

宜

〃

任
４
・
４
・
20
船
守
神
社
出
雲
市
塩
津
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
20
韓

神
社
出
雲
市
唐
川
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
20
峴

神

社
出
雲
市
万
田
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
20
諏
訪
神
社
出
雲
市
別
所
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
20
埀
水
神
社
出
雲
市
河
下
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
20
奥
𡧃
賀
神
社
出
雲
市
奥
宇
賀
町

兼

〃

〃

任
４
・
４
・
20
石
上
神
社
出
雲
市
釜
浦
町

兼

〃

〃

任
４
・
５
・
１
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

本
権
祢
宜
熊
野　

博
元

任
４
・
５
・
１
田
中
山
神
社
鹿
足
郡
吉
賀
町

兼
宮

司
能
美　

定
久

庁

務

日

誌
（
令
和
４
年
１
月
～
４
月
）

１
月
４
日　

御
用
始
祭

１
月
26
日　

身
分
昇
級
交
付
式

１
月
27
日　

正
・
副
庁
長
会

　
　

〃　　
　

役
員
会

１
月
28
日　

新
年
祭　

斎
主　

簸
川
支
部
御
井
神
社
稲
田
真
二
宮
司

　
　

〃　　
　

研
修
所
講
師
会
議
、
階
位
検
定
講
習
会
企
画
会
議

２
月
19
～
20
日　

初
任
神
職
研
修
（
前
期
）
研
修
生
十
名
参
加

２
月
19
日　

竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭　

於　

神
社
庁
神
殿（
⻆
河
庁
長
参
列
）

２
月
24
日　

宮
司
辞
令
交
付
式

２
月
25
日　

祈
年
祭
並
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭　

斎
主　

島
前
松
浦

道
仁
支
部
長

２
月
25
日　

支
部
長
会

３
月
14
日　

全
国
教
化
会
議
（
ｗ
ｅ
ｂ
）　

於　

神
社
庁
（
牛
尾
教
化
委
員
長
、

和
田
主
事
出
席
）

３
月
17
日　

神
社
庁
長
会
（
ｗ
ｅ
ｂ
）　

於　

神
社
庁
（
⻆
河
庁
長
出
席
）

　
　

〃　　
　

大
社
國
學
館
卒
業
奉
告
祭
並
卒
業
証
書
授
与
式　

於　

大
社
國

學
館
（
篠
田
副
庁
長
参
列
）

　
　

〃　　
　

第
一
回
役
員
選
考
委
員
会

３
月
25
日　

第
二
回
役
員
選
考
委
員
会

　
　

〃　　
　

臨
時
協
議
員
会

　
　

〃　　
　

正
・
副
庁
長
会

４
月
４
日　

役
員
会

４
月
５
日　

支
部
長
会

４
月
６
日　

中
国
地
区
神
社
庁
連
絡
会
議　

於　

広
島
半
べ
い
（
⻆
河
庁
長
、

篠
田
副
庁
長
、
金
築
参
事
出
席
）

４
月
12
日　

濱
田
護
國
神
社
慰
霊
大
祭　

於　

濱
田
護
國
神
社
（
⻆
河
庁
長

参
列
）

　
　

〃　　
　

広
報
委
員
会

４
月
13
日　

中
国
・
四
国
・
九
州
地
区
庁
長
連
絡
会　

於　

明
治
記
念
館

（
⻆
河
庁
長
出
席
）

４
月
16
～
17
日　

初
任
神
職
研
修
（
後
期
）
研
修
生
十
名
参
加

４
月
17
日　

宮
司
任
命
交
付
式

　
　

〃　　
　

大
社
國
學
館
入
学
奉
告
祭
並
式
典　

於　

大
社
國
學
館
（
篠
田

副
庁
長
参
列
）

４
月
22
日　

事
務
担
当
者
会
議
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新
任
神
職
紹
介

末す
え  

岡お
か  

正せ
い  

次じ

〔
生
年
月
日
〕

　

昭
和
四
十
八
年

十
一
月
十
二
日

〔
住
所
〕
島
根
県
鹿
足
郡
吉
賀
町六日

市
三
四
四

〔
奉
職
神
社
〕
新
宮
神
社　

宮
司

〔
就
任
年
月
日
〕
令
和
四
年
二
月
一
日

〔
趣
味
・
特
技
〕
お
城
め
ぐ
り

〔
ひ
と
こ
と
〕
コ
ロ
ナ
禍
で
も
権
正
階
資

格
取
得
に
ご
協
力
頂
い
た
方
々
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
は
宮
司
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

神

職

帰

幽

雲
南
市
加
茂
町　
　

加

神
社　

権
祢
宜

　

永　

岡　

久　

顯

令
和
四
年
三
月
六
日　
　
　

享
年
七
十
八

鹿
足
郡
津
和
野
町　

八
幡
宮　

宮　

司

　

篠　

戸　

雅　

則

令
和
四
年
三
月
二
十
五
日　

享
年
九
十
六

大
田
市
仁
摩
町　
　

八
幡
宮　

宮　

司

　

髙　

木　

康　

介

令
和
四
年
五
月
十
一
日　
　

享
年
四
十
一

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

島
根
県
神
社
庁
長　

⻆　

河　

和　

幸

安
来
神
社
と
清
水
寺
巡
り

　

島
根
県
安
来
市
の
安
来
神
社
と
清
水

寺
を
参
拝
し
ま
し
た
。

　

安
来
神
社
（
島
根
県
安
来
市
安
来
町

１
４
０
４
）
で
は
、住
宅
街
の
中
に
あ

る
と
て
も
大
き
く
て
立
派
な
神
社
に
、

全
員
ビ
ッ
ク
リ
！
さ
ら
に
こ
ち
ら
の
宮

司
さ
ん
が
、以
前
社
☆
ガ
ー
ル
神
社
巡

り
で
訪
れ
た
富
田
八
幡
宮
の
宮
司
さ
ん

と
知
っ
て
二
重
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

主
祭
神
は
神
須
佐
之
男
命
（
カ
ミ
ス
サ

ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）。
配
祭
神
に
稲
田
姫

命
（
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、天
穂
日

命
（
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
）
な
ど
十

柱
の
神
様
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
程
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
十
神

（
ト
カ
ミ
）
島
は
、須
佐
之
男
命
が
こ
の

地
へ
船
で
渡
っ
て
き
た
際
に
、最
初
に

到
着
し
た
島
で
あ
り
、神
社
御
鎮
座
の

始
ま
り
と
な
る
神
聖
な
場
所
な
の
だ
と

か
。
お
社
は
元
々
別
の
場
所
に
祇
園
天

社
☆
ガ
ー
ル
通
信

奉

納

品

誠にありがとうございました。

注連縄  益田市遠田町 大石信男様
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王
社
と
し
て
あ
っ
た
の
で
す
が
、元
禄
12
年

（
１
６
９
９
年
）
に
現
在
地
に
移
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
祭
礼
は
京
都
の
祇
園
祭

り
に
倣
い
、７
月
14
日
と
15
日
に
夏
大
祭
が

行
わ
れ
ま
す
。
境
内
に
は
そ
の
際
に
使
用
さ

れ
る
お
神
輿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

瑞
光
山 

清
水
寺
（
島
根
県
安
来
市
清
水

町
５
２
８
）
へ
は
、駐
車
場
に
車
を
停
め
、長

い
階
段
を
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
階
段
を

登
り
き
る
と
、広
い
境
内
と
売
店
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
こ
ち
ら
の
お
店
に
寄
っ
て
線
香

を
購
入
し
、火
を
灯
し
て
香
炉
に
立
て
ま
し

た
。
そ
し
て
、さ
ら
に
階
段
を
登
り
、御
本
堂

へ
。
こ
ち
ら
は
今
か
ら
１
４
０
０
年
前
に
開

か
れ
た
観
音
霊
場
で
す
。
ご
本
尊
は
十
一
面

観
音
様
。
私
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
厄
を
取
り
除

い
て
く
だ
さ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
思
い
思
い
に
参
拝
し
た
後
、メ
ン

バ
ー
の
一
部
は
三
重
塔
へ
行
き
、龍
の
彫
刻

が
素
晴
ら
し
い
塔
を
存
分
に
眺
め
ま
し
た
。

三
重
塔
は
県
指
定
文
化
財
で
、山
陰
唯
一
の

総
檜
造
り
の
木
造
多
宝
塔
で
す
。
１
８
５
９

年
の
建
立
で
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
地

元
大
工
が
三
世
代
に
渡
っ
て
造
り
上
げ
た
そ

う
で
す
。

　

今
回
の
神
社
巡
り
は
午
前
中
だ
け
の
短

い
も
の
で
し
た
が
、ゆ
っ
く
り
巡
る
こ
と
が

で
き
、と
て
も
癒
さ
れ
た
旅
で
し
た
。
神
社

巡
り
終
了
後
、希
望
者
の
み
で
清
水
寺
境
内

に
あ
る
紅
葉
館
（
島
根
県
安
来
市
清
水
町

５
２
８
）
で
ラ
ン
チ
を
し
ま
し
た
。
憧
れ
の

精
進
料
理
。
見
た
目
の
鮮
や
か
さ
も
あ
り
ま

す
が
、ど
れ
も
こ
れ
も
美
味
し
い
！
窓
か
ら

見
え
る
お
庭
を
眺
め
つ
つ
、堪
能
し
ま
し
た
。



第353号（令和４年５月20日） 庁 報 （16）

能
義
支
部
だ
よ
り

ま
す
が
、
神
社
を
中
心
に
島
根
県
下
全
体
で
勘
案

で
き
る
地
方
創
生
企
画
と
し
て
、
十
一
年
後
に
来

る
「
出
雲
国
風
土
記
千
三
百
年
」
行
事
を
想
定
し

つ
つ
、
こ
の
企
画
を
、
同
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
流
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
支
部
様
で
も
企
画
実
施

い
た
だ
け
る
よ
う
に
ご
提
案
致
し
ま
す
。

　

こ
の
企
画
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
登
録
社
・
無
登
録

社
を
問
わ
ず
全
神
社
を
対
象
に
紹
介
で
き
る
事
、

御
朱
印
が
無
か
っ
た
神
社
も
御
朱
印
が
準
備
で
き

る
事
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
の
地
域
内
外

の
参
拝
者
へ
の
神
社
再
周
知
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
に
伴
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
想
定
で
き
ま
す
が
、
そ

れ
を
含
め
て
、
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
き
っ
か
け
と
し
て
新
し
い
地
域
活
性
化
に

繋
げ
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
温
故
知
新
と
は

昭
和
時
代
に
言
い
古
さ
れ
た
言
葉
で
は
有
り
ま
す

が
、
こ
の
令
和
の
御
代
で
も
変
わ
ら
ず
に
そ
の
意

義
は
存
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
為

に
、
神
社
祭
祀
は
斎
行
さ
れ
つ
つ
も
、
神
賑
行
事

が
二
年
以
上
止
ま
っ
て
い
る
昨
今
に
鑑
み
て
、
今

後
の
神
社
護
持

と
氏
子
と
神
社

と
の
新
し
い
崇

敬
関
係
を
築
く

為
に
も
、
ご
一

考
い
た
だ
く
価

値
の
あ
る
企
画

と
考
え
て
ご
紹

介
致
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
子
ど
も
の
頃
は
、
神
社
は
誰
で
も

知
っ
て
い
る
遊
び
場
で
し
た
。
小
中
学
校
時
代
に

は
、
神
社
に
写
生
や
社
会
見
学
で
訪
れ
た
り
し
て
、

自
分
達
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
神
社
は
全
て
ど
こ

に
あ
る
の
か
も
知
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
時
代
は
下
り
現
代
。
皆
様
の
地
域
の
子

ど
も
達
は
神
社
の
場
所
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
神

社
の
境
内
で
遊
ぶ
子
ど
も
達
と
い
う
風
景
は
、今
で

は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

い
ま
私
達
神
職
は
、「
先
ず
神
社
の
場
所
を
知
っ

て
も
ら
う
レ
ベ
ル
の
神
道
教
化
が
必
須
と
さ
れ
て

い
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
。」
と
い
う
、
共
通
認

識
を
新
に
し
て
、
当
能
義
支
部
で
は
、
近
年
の
御

朱
印
ブ
ー
ム
で
寺
社
巡
り
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
着
眼
し
、「
令
和
の
巡
拝
」
と
い
う
企

画
を
先
ず
神
社
総
代
会
伯
太
部
会
で
令
和
元
年
に

提
案
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
伯
太
町
内
の
宗
教
法
人
登
録
神
社

二
十
五
社
の
御
朱
印
を
羅
列
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
表

面
と
、
各
神
社
の
位
置
を
書
き
記
し
た
地
図
を
裏

面
と
し
た
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
簡
易
ポ
ス
タ
ー
を
作
る

こ
と
と
、
表
面
に
使
っ
た
各
神
社
御
朱
印
を
標
準

の
御
朱
印
帳
サ
イ
ズ
に
収
ま
る
十
五
ｃｍ
×
十
一
ｃｍ

の
大
き
さ
で
各
五
十
枚
程
度
印
刷
し
た
物
を
作
製

し
ま
し
た
。
実
際
に
は
、
令
和
二
年
に
配
布
す
る

予
定
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
に
配
布
実
施
に
至
ら
ず
、

現
状
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
い
る
事
と
な
っ
て
お
り

　

私
の
奉
務
神
社
で
は
、
昨
年
五
月
に
宮
司
交
代
し
、

今
月
で
丁
度
一
年
と
な
っ
た
。
二
年
以
上
続
く
コ
ロ

ナ
禍
も
重
な
り
、“
寄
っ
て
（
酔
っ
て
）
え
え
方
向

に
話
す
場
”
が
も
て
ず
、
神
事
や
神
賑
行
事
も
中
止
、

焦
り
が
積
っ
た
一
年
で
あ
っ
た
。
何
ぶ
ん
、
新
米
宮

司
、
祢
宜
で
も
あ
り
、
氏
子
・
役
員
皆
様
へ
の
対
応

や
説
明
に
も
苦
慮
し
、「
経
験
の
無
さ
」
は
理
由
に

も
で
き
ず
、
続
け
て
い
く
自
信
は
正
直
消
え
か
け
て

い
た
。

　

そ
ん
な
中
、
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
悩
み
を
相
談

し
た
神
職
の
諸
先
輩
方
が
「
困
っ
た
時
は
お
た
が
い

さ
ま
だ
よ
」
と
、
祭
祀
の
助
勤
や
様
々
な
手
配
ま
で

し
て
下
さ
っ
た
。
お
会
い
し
、
神
社
運
営
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
経
験
談
を
聞
く
中
で
、
同
じ
よ
う
な
苦
労
話

に
な
る
と
張
り
詰
め
て
い
た
心
も
ほ
ど
け
、
帰
る
時

に
は
心
が
晴
れ
た
。

　

今
回
の
こ
と
で
、
同
じ
時
代
に
神
職
と
い
う
お
役

目
を
頂
い
た
者
同
士
、
平
易
な
表
現
に
な
る
が
助
け

合
っ
て
い
く
繋
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。
そ
う
し

て
い
か
な
け
で
ば
、
氏
神
神
社
そ
の
も
の
の
存
続
は

難
し
い
だ
ろ
う
と
思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
）
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